
2004年

No.51733

このコーナーへ載せる
イラストをお待ちして
います。どしどし応募
してください。
■サイズ　はがき大　

■応募先　役場企画課

わ
た
なべ　みずえ　ちゃん（

高久
田）

や
ま
ぐ
ち　りゅうのすけ　く

ん（
鏡沼
）

すがま　ちなつ　ちゃん（中央）

　２月23日（月）、鏡石幼稚園では、手づくりのひな人形で　２月23日（月）、鏡石幼稚園では、手づくりのひな人形で

ひな壇飾りを行いました。ひな壇飾りを行いました。

今月の内容今月の内容
�町の行財政改革�町の行財政改革 ........................P2・3P2・3

�春季火災予防運動�春季火災予防運動 ........................P４P４

��引っ越したら届け出を忘れずに引っ越したら届け出を忘れずに......P５P５

　

２
月
24
日（
火
）、
午
後
４
時
か

ら
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
、
Ｔ

Ｐ
Ｔ
隊
員
20
名
が
参
加
し
て
平

成
15
年
度
の
活
動
終
了
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

Ｔ
Ｐ
Ｔ（
少
年
の
た
め
の
少
年

に
よ
る
非
行
防
止
活
動
推
進
員
）

な
く
す
ぞ
！　
少
年
非
行

　
　
＝
Ｔ
Ｐ
Ｔ
in 

鏡
石 

活
動
終
了
式
＝

は
、
地
域
の
安
全
は
地
域
住
民

み
ん
な
で
守
る
と
い
う
考
え
を
少

年
の
時
期
か
ら
身
に
つ
け
て
も
ら

い
、
現
在
、
社
会
問
題
と
な
っ
て

い
る
少
年
非
行
を
無
く
す
た
め
に

結
成
さ
れ
た
も
の
で
、
今
年
度
は

町
内
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン
タ
ー

反
省
と
来
年
度
の
検
討
が
行
わ

れ
、
隊
員
か
ら
は「
今
回
の
活
動

を
通
し
て
非
行
問
題
に
対
し
理
解

を
深
め
る
こ
と
が
で
き
た
。」「
来

年
度
は
、
も
っ
と
活
動
の
幅
を
増

や
し
た
い
。」な
ど
活
発
な
意
見
が 

交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

等
で
チ
ラ
シ
配
布
な

ど
の
非
行
防
止
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
や
空
き
缶
拾
い

な
ど
の
環
境
美
化
運
動

を
行
い
ま
し
た
。

 

式
で
は
、
今
年
度
の

買い物客に非行防止のパンフレットを配布する隊員

町内でのごみ拾いを実施

 ＴＰＴ隊員のみなさん

活発な意見が交わされた活動終了式

おおはら　みさき　ちゃん（中央）
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広報かがみいし　2004年３月号

　

総
合
行
政
の
推
進
と
行
政
組
織

の
ス
リ
ム
・
フ
ラ
ッ
ト
化
で
柔
軟

な
組
織
体
制
の
確
立

③
財
産
管
理
と
関
連
事
業
の
充
実

　

公
共
施
設
の
一
括
管
理
と
民
間

委
託
の
導
入

④
町
民
生
活
密
着
型
の
組
織
編
成

　

窓
口
事
務
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

サ
ー
ビ
ス
の
実
現
、
町
民
密
着
型

の
組
織
づ
く
り

⑤
保
健
事
業
部
門
と
環
境
事
業
部

門
の
効
果
的
組
織
づ
く
り

　

保
健
福
祉
業
務
と
環
境
政
策
業

務
の
充
実

⑥
青
少
年
、
男
女
共
同
参
画
社
会

形
成
に
向
け
た
対
応

　

青
少
年
の
健
全
育
成
と
男
女
共

同
参
画
社
会
づ
く
り
の
推
進

　

本
町
の
行
政
改
革
は
、
こ
れ
ま

で
人
口
増
加
に
対
応
し
た
行
政
組

織
の
見
直
し
を
中
心
に
時
代
の
要

請
に
応
え
て
き
ま
し
た
。

　

今
回
の
第
二
次
行
政
改
革
大
綱

は
、
平
成
15
年
度
か
ら
平
成
19

年
度
ま
で
の
５
年
間
を
計
画
期
間

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
行
っ
て
き
た

行
政
改
革
の
検
証
を
行
い
な
が
ら
、

次
の
10
の
課
題
解
決
を
前
提
に

各
種
事
務
事
業
を
行
う
こ
と
と
し

て
い
ま
す
。

①
情
報
公
開
の
推
進

　
「
開
か
れ
た
行
政
」を
目
指
し
、

Ｉ
Ｔ
技
術
を
活
用
し
た
情
報
の
適

正
管
理

②
行
政
の
機
敏
性
と
即
効
性
の
た

め
の
行
財
政
運
営

　
平
成
14
年
４
月
に
ス

タ
ー
ト
し
た
第
四
次
総
合

計
画
を
実
現
す
る
た
め
、

町
で
は
、
平
成
11
年
３

月
策
定
の「
行
政
改
革
大

綱（
再
策
定
）」の
見
直
し

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ

の
大
綱
は
、
社
会
環
境
の

変
化
に
対
応
し
、
行
政
の

ス
リ
ム
化
を
は
じ
め
住
民

福
祉
の
向
上
に
向
け
た
具

体
的
な
項
目
を
定
め
た
も

の
で
、
課
の
統
廃
合
と
グ

ル
ー
プ
制
の
導
入
な
ど
１

１
６
項
目
に
及
ぶ「
実
施

計
画
」が
こ
の
ほ
ど
ま
と

ま
り
ま
し
た
。
今
月
号
で

は
、
第
二
次
行
政
改
革
大

綱
と
実
施
計
画
の
概
要
を

要
約
し
て
紹
介
し
ま
す
。

グ
ル
ー
プ
制
を
導
入

課
長
補
佐
・
係
長
を
廃
止

　

第
二
次
行
政
改
革
大
綱「
実
施

計
画
」で
は
、
ま
ず
行
政
組
織
内

部
の
改
革
と
し
て
、
新
年
度
か
ら

左
の
図
に
あ
る
と
お
り
、
町
長
部

局
は
現
在
の
８
課
を
６
課
に
、
教

育
委
員
会
部
局
の
２
課
を
１
課
に

統
廃
合
す
る
計
画
で
す
。
ま
た
、

係
制
を
廃
止
し
、
グ
ル
ー
プ
制
を

導
入
、
こ
れ
ま
で
設
置
し
て
い
た

課
長
補
佐
と
係
長
の
職
名
も
廃
止

す
る
こ
と
と
し
て
、
３
月
開
会
さ

れ
る
議
会
定
例
会
に
提
案
し
て
い

ま
す
。

②
行
政
の
機
敏
性
と
即
効
性
の
た
め
の
行

財
政
運
営

　

課
の
統
廃
合
と
グ
ル
ー
プ
制
の
導
入
、

機
敏
に
対
応
で
き
る
組
織
体
制
の
整
備

③
財
産
管
理
と
関
連
事
業
の
充
実

　

町
有
財
産（
遊
休
土
地
）の
処
分
・
管
理
、

学
校
・
保
育
所
給
食
業
務
の
民
間
委
託
の

検
討

④
町
民
生
活
密
着
型
の
組
織
編
成

　

窓
口
事
務
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス

化
、
町
民
生
活
密
着
型
の
組
織
づ
く
り

⑤
保
健
事
業
部
門
と
環
境
事
業
部
門
の
効

果
的
組
織
づ
く
り

　

保
健
福
祉
業
務
と
環
境
政
策
業
務
の
充

実
、
各
種
事
業
の
調
整

⑥
青
少
年
、
男
女
共
同
参
画
社
会
形
成
に

向
け
た
対
応

　

青
少
年
担
当
部
局
の
明
確
化
、
男
女
共

同
参
画
計
画
の
策
定

⑦
少
子
・
高
齢
化
社
会
に
対
応
し
た
組
織

づ
く
り

　

保
育
所
・
幼
稚
園
の
一
元
化
と
民
間
委

託
の
検
討
、
保
育
所
待
機
児
童
の
解
消
、

子
育
て
支
援
情
報
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く

り
、
公
共
施
設
の
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
と
高

齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り

⑧
職
員
数
の
適
正
化
と
人
材
育
成

　

職
員
研
修
の
充
実
、
職
員
提
案
制
度
の

活
用
、
事
務
事
業
の
効
率
化
、
フ
ラ
ッ
ト

で
柔
軟
な
組
織
へ
の
移
行
、
職
員
定
数
の

適
正
管
理

⑨
健
全
財
政
の
確
立

　

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入
、
単
独
補

助
金
の
見
直
し
、
各
種
事
業
の
再
評
価
、

自
主
財
源
確
保
と
し
て
の
職
員
駐
車
場
の

有
料
化
検
討
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
、

各
種
経
費
の
削
減
と
見
直
し

⑩
地
方
分
権
・
広
域
行
政
へ
の
対
応

　

市
町
村
合
併
に
関
す
る
情
報
の
提
供
、

広
域
連
合
等
施
策
の
研
究

①
情
報
公
開
の
推
進

　

庁
内
Ｌ
Ａ
Ｎ
シ
ス
テ
ム
に
よ
る
文
書
管

理
と
行
政
資
料
の
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
、
統

合
型
Ｇ
Ｉ
Ｓ
導
入
の
検
討

⑦
少
子
・
高
齢
化
社
会
に
対
応
し

た
組
織
づ
く
り

　

子
育
て
支
援
事
業
の
充
実
と
高

齢
者
の
生
き
が
い
づ
く
り
の
た
め

の
組
織
づ
く
り

⑧
職
員
数
の
適
正
化
と
人
材
育
成

　

町
人
材
育
成
基
本
方
針
に
よ
る

職
員
研
修
・
組
織
文
化
・
人
事
管

理
の
充
実
と
職
員
定
数
適
正
化
計

画
に
基
づ
く
適
正
管
理

⑨
健
全
財
政
の
確
立

　

財
政
計
画
策
定
と
長
期
財
政
安

定
化
へ
の
対
応

⑩
地
方
分
権
・
広
域
行
政
へ
の
対

応
　

自
主
的
か
つ
主
体
的
な
行
政
確

立
に
向
け
た
体
制
整
備

広報かがみいし　平成16年３月号

を
廃
止
す
る
こ
と
な
ど
も
項
目
に

あ
げ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
町
長
を
含
め
四
役
、
議

員
の
出
張
旅
費
の
中
で
、
鉄
道
利

用
の
際
の
グ
リ
ー
ン
料
金
も
見
直

し
さ
れ
廃
止
の
予
定
で
す
。

　

町
職
員
の
定
数
管
理
面
で
は
、

現
在
１
１
１
人
い
る
職
員
を
平
成

19
年
度
ま
で
に
１
０
８
人
と
し
、

職
員
定
数
１
２
３
人
よ
り
15
人

削
減
す
る
計
画
で
す
。

　

ま
た
、
学
校
や
保
育
所
で
の
給

食
の
民
間
委
託
導
入
の
検
討
や
幼

稚
園
と
保
育
所
の
一
元
化
に
つ
い

て
も
検
討
す
る
と
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
か
、
人
件
費
に
つ
い
て

は
、
現
在
実
施
し
て
い
る
特
別
職

給
料
の
５
％
カ
ッ
ト
に
加
え
、
管

理
職
手
当
て
の
削
減
、
55
歳
昇
給

の
停
止
な
ど
も
計
画
的
に
進
め
る

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

経
費
面
の
削
減
で
は
、
税
務
職

員
や
医
療
職
員
、
保
育
所
職
員
な

ど
の
特
殊
勤
務
手
当
や
職
員
の
出

張
旅
費
の
う
ち
福
島
県
内
の
日
当

　

今
回
の
組
織
改
編
で
は
、
組
織

内
の
柔
軟
性
と
職
員
の
機
動
性
を

発
揮
で
き
る
よ
う
配
慮
し
た
も
の
で
、

所
管
事
務
を
管
理
す
る
課
長
と
新

た
に
設
置
予
定
の「
グ
ル
ー
プ
長
」

の
職
責
が
重
く
な
り
ま
し
た
。

情
報
公
開
な
ど

10
の
課
題
解
決
が
前
提

４月から窓口のワンストップサービスも進められる予定

１
１
６
項
目
の
行
財
政
改
革「
実
施
計
画
」ま
と
ま
る

特
殊
勤
務
手
当
や

出
張
旅
費
も
見
直
し

町
職
員
数
を

19
年
度
ま
で
に
１
０
８
人
に

 

第
二
次
行
財
政
改
革
大
綱

実
施
計
画
概
要

行財政改革案を検討した推進委員会
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5

届出
事項

どんなときに
(届出事由)

いつまでに
(届出期間)

だ　れ　が
(届出人)

届出に必要なもの
(添付書類など)

転
入
届

町外から鏡石

町に住所を移

したとき

町内に住所を

定めてから14

日以内

本人、世帯主

または代理人

①前住所地の市区町村が

発行した転出証明書

②印鑑

転
出
届

鏡石町から町

外に住所を移

すとき

新住所に移る

前に(転 出証

明書を交付し

ます)

本人、世帯主

または代理人

①国民健康保険証（加入者

のみ）

②印鑑登録証（登録者の

み）

③印鑑

転
居
届

鏡石町内で住

所が変わった

とき

町内で住所を

変更した日か

ら14日以内

本人、世帯主

または代理人

①国民健康保険証（加入者

のみ）

②印鑑

方
は
、
保
健
福
祉
課
で
そ
れ
ぞ
れ

手
続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

町
で
は
、
毎
週
金
曜
日
に
町
民

課
と
税
務
課
の
窓
口
業
務
を
午
後

７
時
ま
で
延
長
し
て
い
ま
す
。

　

町
民
課
で
取
り
扱
う
業
務
は
、

住
民
票
、
戸
籍
謄
・
抄
本
、
印
鑑

登
録
証
明
書
の
発
行
で
す
。ま
た
、

税
務
課
で
取
り
扱
う
業
務
は
、
各

種
税
証
明
の
発
行
で
す
。

　

仕
事
な
ど
の
都
合
で
、
日
中
窓

口
に
来
ら
れ
な
い
方
は
、
ぜ
ひ
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

住
所
を
異
動
し
な
く
て
も
、
職

場
の
健
康
保
険
に
加
入
・
脱
退
し

た
場
合
は
、
国
民
健
康
保
険
の
手

続
き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

加
入
や
脱
退
の
届
出
が
遅
れ
る

と
、
保
険
税
を
遡
っ
て
何
年
分
も

納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
り
、
国
保

で
使
っ
た
医
療
費
を
後
で
返
し
て

も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
り
し
ま
す

の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
国
保
に
加
入
す
る
と
き

は
会
社
を
退
職
し
た
証
明
書
を
、

国
保
を
脱
退
す
る
と
き
は
職
場

の
健
康
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ

い
。

　

３
月
・
４
月
は
進
学
、
就
職
そ

し
て
転
勤
な
ど
で
何
か
と
異
動
の

多
い
月
で
す
。

　

住
所
が
変
わ
っ
た
と
き
は
必
ず

役
場
町
民
課
の
窓
口
に
住
所
異
動

の
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
詳
し

く
は
、左
の
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
住
所
の
変
更
に
伴
い
、

国
民
健
康
保
険
加
入
者
及
び
乳
幼

児
医
療
費
・
老
人
医
療
受
給
者
は

町
民
課
で
、
児
童
手
当
及
び（
特

別
）児
童
扶
養
手
当
、
ひ
と
り
親

家
庭
の
医
療
費
受
給
者
、
介
護
保

険
で
要
介
護
認
定
を
受
け
て
い
る

も
の
で
す
。

　

電
子
証
明
書
と
は
、
電
子
署
名

を
す
る
と
き
に
用
い
ら
れ
る
も
の

で
、
書
面
手
続
き
で
い
え
ば
、
自

署
や
押
印
に
相
当
す
る
法
的
効
果

が
あ
り
ま
す
。
電
子
証
明
書
を
用

い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他
人
に
よ

る
な
り
す
ま
し
申
請
や
通
信
途
中

で
の
改
ざ
ん
な
ど
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
ま
す
。

　

電
子
証
明
書
の
発
行
は
、
役
場

町
民
課
で
受
付
け
て
い
ま
す
。
電

子
証
明
書
は
、
住
民
基
本
台
帳

カ
ー
ド
に
格
納
す
る
た
め
事
前
に

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
発
行
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
電
子
証
明
書

の
発
行
手
数
料
は
、
１
件
５
０
０

円
で
す
が
、
平
成
16
年
３
月
31

日
ま
で
は
無
料
で
す
。

　

公
的
個
人

認
証
サ
ー
ビ
ス

と
は
、
様
々
な

行
政
手
続
き
の

電
子
申
請（
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

を
利
用
し
た
申

請
）
に
対
し
て

必
要
な
電
子
証

明
書
を
県
と
市

町
村
が
共
同
で

町
民
の
み
な
さ

ん
に
提
供
す
る

　

昨
年
８
月
25
日
か
ら
希
望
者

に
対
し
、
１
件
５
０
０
円
で
住
民

基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
交
付
し
て
い

ま
す
。

　

住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
は
写
真

付
き
と
写
真
な
し
の
２
種
類
が
あ

り
、
写
真
付
き
の
カ
ー
ド
は
公
的

な
身
分
証
明
書
と
し
て
使
用
で
き

ま
す
。
申
請
時
に
は
、
本
人
の
確

認
を
行
い
ま
す
の
で
、
運
転
免
許

証
な
ど
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
写
真
付
き
の
カ
ー
ド
を

希
望
さ
れ
る
方
は
、
縦
4.5
㎝
、
横

3.5
㎝
の
大
き
さ
の
写
真
１
枚
を

ご
持
参
く
だ
さ
い
。

h
問
い
合
わ
せ
先

　

町
民
課　

�
62｜

２
１
１
２

b
ガ
ス
器
具
等

　

調
理
中
は
た
と
え
短
期
間
で

も
、
火
の
そ
ば
を
絶
対
に
離
れ
な

い
。 

周
囲
に
燃
え
や
す
い
も
の
を

置
か
な
い
こ
と
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
日
頃
か
ら
火

の
不
始
末
等
に
十
分
注
意
し
、
火

災
ゼ
ロ
の
町
に
し
ま
し
ょ
う
。

h
問
い
合
わ
せ
先

　

町
総
務
課
�
62｜

２
１
１
１

ん
。
周
辺
が
放
火
さ
れ
や
す
い

環
境
に
な
っ
て
い
な
い
か
ど
う
か

チ
ェ
ッ
ク
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

b
夜
間
の
ご
み
を
放
置
す
る
と
放

火
さ
れ
や
く
な
り
ま
す
。
ゴ
ミ
は

必
ず
収
集
時
間
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

b
家
の
周
り
に
古
新
聞
や
古
タ

イ
ヤ
な
ど
置
い
て
い
ま
せ
ん
か
？ 

置
い
た
ま
ま
に
し
て
お
く
と
、
放

火
さ
れ
る
危
険
が
あ
り
ま
す
。

b
夜
間
で
も
照
明
を
明
る
く
し
て
、

不
審
人
物
が
隠
れ
や
す
い
死
角
を

つ
く
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

b
外
部
か
ら
不
審
人
物
が
安
易
に

侵
入
出
来
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

b
不
審
人
物
を
見
か
け
た
ら
注

意
・
通
報
し
ま
し
ょ
う
。

　
春
の
全
国
火
災
予
防
運
動
が
今

月
１
日
か
ら
７
日
ま
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　
こ
れ
か
ら
空
気
が
乾
燥
し
、
火

災
が
発
生
し
や
す
い
時
季
と
な
り

ま
す
。
建
物
火
災
、
野
火
火
災
が

多
く
発
生
し
、
一
瞬
に
し
て
多
く

の
生
命
と
財
産
を
失
う
こ
と
に
な

り
ま
す
の
で
、
日
頃
か
ら
の
防
火

意
識
や
、
放
火
に
対
す
る
心
構
え

も
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
こ
こ
で
は
日
頃
の
防
火
・
放
火

に
対
す
る
対
策
に
つ
い
て
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

b
火
遊
び

　

子
供
の
手
の
届
く
場
所
に
マ
ッ

チ
や
ラ
イ
タ
ー
を
置
か
な
い
よ
う

に
す
る
こ
と
。

b
た
き
火

　

風
の
強
い
と
き
は
、
た
き
火
を

し
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
。
出
火

原
因
の
約
５
割
が
火
の
粉
の
飛
び

火
に
よ
る
も
の
で
す
。

b
電
気
器
具

　

プ
ラ
グ
を
長
期
間
コ
ン
セ
ン
ト

に
差
し
た
ま
ま
に
し
な
い
こ
と
。

ま
た
、
た
こ
足
配
線
は
し
な
い
こ

と
。

　

本
町
の
平
成
15
年
の
火
災
発

生
件
数
は
24
件
で
、
平
成
14
年

の
同
時
期
と
比
較
す
る
と
12
件

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
内
訳
は
、
た
ば
こ
の
不
始

末
１
件
、
火
遊
び
２
件
、
こ
ん
ろ

等
が
原
因
の
出
火
２
件
、
配
線
か

ら
の
出
火
１
件
、
放
火
ま
た
は
放

火
等
の
疑
い
に
よ
る
出
火
18
件

で
、
放
火
等
に
よ
る
火
災
が
全
体

の
75
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

　

日
頃
か
ら
防
火
に
対
す
る
気

を
配
っ
て
い
て
も
、
放
火
さ
れ
て

し
ま
っ
て
は
元
も
子
も
あ
り
ま
せ

昨
年
の
火
災
発
生
件
数
は
24
件

放
火
対
策
に
つ
い
て

日
常
の
防
火
対
策

　

火
災
を
起
こ
さ
な
い
た
め
に
は

日
頃
か
ら
の
火
の
管
理
が
重
要
で

す
。
い
く
ら
小
さ
な
火
で
も
完
全

に
消
え
た
か
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

b
た
ば
こ

　

水
を
か
け
て
完
全
に
消
す
。
ま

た
、
吸
い
殻
は
灰
皿
に
た
め
な
い

こ
と
。

b
ス
ト
ー
ブ

　

燃
え
や
す
い
物
を
近
づ
け
な
い

よ
う
に
す
る
。
洗
濯
物
の
乾
燥
機

代
わ
り
に
使
用
し
な
い
こ
と
。

　　　　

春季火災予防運動（３月１日から７日）春季火災予防運動（３月１日から７日）

たこ足配線はやめましょう

　
　

就
職
・
退
職
し
た
ら
国
保
の
手
続
を

毎
週
金
曜
日
は
窓
口
業
務
延
長

住民基本台帳カード（見本）

※全ての届出において、代理人による届出のときは、委任状が必要です

h住所異動届出表　　　　　　連絡先：町民課（�62－2112）

申
請
に
よ
り
住
民
基
本

台
帳
カ
ー
ド
を
交
付

いざという時のため日々の鍛練を欠かさない消防団員
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町
の
教
育
や
文
化
、
体
育
等
の
振
興
に
功

績
の
あ
っ
た
個
人
及
び
団
体
を
表
彰
す
る
町

教
育
委
員
会
表
彰
式
が
、
１
月
27
日（
火
）、

午
後
３
時
30
分
か
ら
町
公
民
館
で
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

式
で
は
、
稲
田
耕
筰
教
育
委
員
長
が「
こ

れ
か
ら
も
ま
す
ま
す
活
躍
し
、
町
の
教
育
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
に
協

力
し
て
く
だ
さ
い
。」と
あ
い

さ
つ
、
木
賊
町
長
と
木
原
秀

男
町
議
会
副
議
長
が
祝
辞
を

述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
稲
田
教
育
委

員
長
か
ら
ふ
く
し
ま
駅
伝
に

10
年
間
出
場
し
て
い
る
真

船
敬
英
さ
ん（
岡
ノ
内
）を
は

じ
め
と
す
る
10
名
の
方
々
に

表
彰
状
が
、
町
育
英
資
金
に

多
額
の
寄
付
を
し
た
吉
田
新

市
さ
ん（
本
町
）に
感
謝
状
が

贈
ら
れ
ま
し
た
。
受
賞
者
は

次
の
と
お
り
で
す
。　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
ë
�
�
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h
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b
真

船

敬

英（
岡
ノ
内
）

b

田
真
由
美（
諏
訪
町
）

b
小

松

仁

美（
南
高
久
田
）

b
面

川

絵

美（　
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）

b
|

沼

志
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高
久
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b
鈴

木
　

槙（
小
栗
山
）

b
邉
見　
　

茜（
岡
ノ
内
）

b
大
河
原
菜
摘（
中　

町
）

b
|

�

志

帆（
鏡　

沼
）

b
橋
本　
　

悠（
鏡　

沼
）

h
�
�
 

b
吉
田　

新
市（
本　

町
）

　

４
月
か
ら
小
学
校
に
入
学
す
る
子
ど
も
達

に
仲
良
く
し
て
も
ら
う
た
め
、
鏡
石
幼
稚
園

と
鏡
石
保
育
所
で
は
、
２
月
６
日（
金
）午
前

10
時
か
ら
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

保
育
所
児
童
17
名
を
幼
稚
園
児
64
名
が
、

元
気
よ
く
出
迎
え
、
自
己
紹
介
や
歌
、
こ
ま

回
し
、
か
る
た
取
り
等
を
し
て
楽
し
い
時
間

を
す
ご
し
ま
し
た
。

　

最
初
は
ぎ
こ
ち
な
か
っ
た
子
ど
も
達
も
、

遊
び
始
め
る
と
す
っ
か
り
と
う
ち
と
け
、
お

別
れ
の
際
に
は「
４
月
に
な
っ
た
ら
ま
た
遊

ぼ
う
ね
」と
握
手
を
し
て
い
ま
し
た
。

　

２
月
17
日（
火
）、
午
後
１
時
30
分
か
ら
鏡
石

保
健
セ
ン
タ
ー
で
、
町
民
約
50
名
が
参
加
し
健

康
セ
ミ
ナ
ー
公
開
講
座
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

太
田
西
ノ
内
病
院
の
清
野
弘
明
先
生
が「
糖

尿
病
と
高
脂
血
症
の
健
康
管
理
」と
い
う
テ
ー

マ
で
糖
尿
病
や
高
脂
血
症
予
防
の
た
め
の
生
活

方
法
に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。

　

次
回
の
講
座
は
、
３
月
９
日（
火
）午
後
１
時

30
分
か
ら
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で
開
催
し

ま
す
。
薬
剤
師
の
高
橋
武
彦
さ
ん
が「
身
近
な

薬
草
で
健
康
づ
く
り
」と
題
し
、
健
康
づ
く
り

へ
の
薬
草
の
活
用
法
に
つ
い
て
話
を
し
ま
す
。

　

ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
福
島
第
96
団
の
総
会

及
び
入
隊
式
が
２
月
８
日（
日
）、
午
前
９

時
30
分
か
ら
町
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

入
隊
式
で
は
、
約
40
名
の
隊
員
が
出

席
し
、
山
野
邉
伸
一
郎
団
委
員
長
が
あ
い

さ
つ
を
述
べ
た
ほ
か
、
新
入
隊
員
や
上
進

者
が
誓
い
の
こ
と
ば
を
述
べ
ま
し
た
。

　

な
お
、
ボ
ー
イ
ス
カ
ウ
ト
福
島
第
96

団
で
は
、
現
在
、
新
入
隊
ス
カ
ウ
ト
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
幼
稚
園
児
か
ら
入
隊
で

き
ま
す
の
で
ぜ
ひ
参
加
く
だ
さ
い
。
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町
商
工
会
新
春
経
営
講
演
会
が
２
月
７
日

（
土
）午
後
３
時
か
ら
鏡
石
舘
で
開
催
さ
れ
、

会
員
な
ど
１
２
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
テ
レ
ビ
番
組「
マ
ネ
ー
の
虎
」で

お
馴
染
み
の（
株
）生
活
倉
庫
代
表
取
締
役
の

堀
之
内
九
一
郎
さ
ん
が
、
一
度
事
業
に
失
敗

し
た
こ
と
や
、
再
起
を
図
り
、
現
在
全
国
的

に
会
社
を
展
開
し
て
い
る
波
瀾
万
丈
の
半
生

に
つ
い
て
話
を
し
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、
こ
の
不
況
の
な
か
事
業
で
成

功
す
る
秘
訣
が
何
な
の
か
を
得
る
た
め
に
熱

心
に
話
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。
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寿
大
学
の
本
校
と
各
分
校（
鏡
田
・
高
久

田
、
成
田
、
久
来
石
）の
閉
講
式
が
、
２
月

13
日（
金
）か
ら
20
日（
金
）の
期
間
中
に
開

催
さ
れ
、
１
７
７
人
に
終
了
証
書
が
授
与
さ

れ
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
寿
大
学
は
、
５
月
に
開
校
し

て
か
ら
こ
れ
ま
で
、
健
康
に
つ
い
て
の
出

前
講
座
や
学
習
会
会
場
周
辺
の
除
草
・
清

掃
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
英
会
話
教
室
、
学

習
の
成
果
を
発
表
す
る
学
級
生
祭
り
な
ど

10
回
の
講
座
を
行
い
ま
し
た
。

　

２
月
13
日（
金
）、
町
公
民
館
で
行
わ

れ
た
本
校
の
閉
講
式
で
は
、

参
加
者
全
員
で
唱
歌「
牧
場

の
朝
」
を
斉
唱
し
た
あ
と
、

斎
田
教
育
長
が
あ
い
さ
つ

し
、
来
賓
の
町
ラ
イ
オ
ン
ズ

ク
ラ
ブ
高
原
好
雄
会
長
が
祝

辞
を
述
べ
ま
し
た
。

　

続
い
て
、
面
川
公
民
館
長

か
ら
代
表
の
鈴
木
茂
一
さ
ん

に
修
了
証
書
が
授
与
さ
れ
、

皆
勤
賞
、
精
勤
賞
、
な
ど
の

表
彰
が
併
せ
て
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

最
後
に
、
修
了
生
代
表
と

し
て
井
上
修
さ
ん
が「
寿
大

学
を
受
講
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

分
野
を
学
習
す
る
こ
と
で
、

教
養
や
知
識
を
身
に
付
け
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後

も
豊
か
で
幸
せ
な
人
生
を
築

く
た
め
精
一
杯
努
力
し
て
い

き
ま
す
。」と
謝
辞
を
述
べ
式

を
閉
じ
ま
し
た
。

`abcd�ef*g`h8�i)
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☆ ★

　　不時沼

中 畑 富美子さん

………○

町民
　リレー

今
回
の
記
事
は
、
鏡
石
児
童
館

か
ら
提
供
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た

町民課、税務課では、毎週金曜日、午後７時15分まで窓口業務（証明書発行）を延長しています役場窓口延長業務

町
育
英
資
金
奨
学
生
募
集

209

富美子さん（中央）とお子さんの太成くん（左）と心里ちゃん（右）

h
募
集
期
間　

３
月
19
日（
金
）

h
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

町
教
育
課　

�
62｜

３
４
５
９

　「出身は北海道です。平成10年に鏡石町に
越してきました。町は、実家のある場所に雰
囲気がよく似ているのでとても落ちつきます
ね。」と話す中畑富美子さん。
「実家に帰るにも空港が近く交通の便もよい
のでとても助かります。」とも。
　子どもの頃は、春から秋にかけては鬼ごっ
こやかくれんぼ、雪の多い冬は、北海道らし
く近所のお友達とスキーやそりで毎日遅くま
で元気に遊んでいたそうです。
　そんな、中畑さんの、将来の目標は、子ど
もが成長したら、ソーシャルワーカーなど社
会に貢献できるような仕事をすることだそう
です。
　最後にまちづくりについて尋ねると、「町
には、街灯がなく暗いところや歩道が狭い場
所があるので、子どもと歩いていても安心で
きるように整備してほしいですね。」と話して
いました。

◇　◇　◇　◇　◇　◇ 
　次回は、本町の三本木智香さんにリレーし
ます。

http://www.town.kagamiishi.fukushima.jp/鏡石町ホームページ

広報かがみいし　平成16年３月号 広報かがみいし　2004年３月号

h
受
付
期
間　

４
月
５
日（
月
）か

ら
５
月
11
日（
火
）

h
１
次
試
験
日　
５
月
22
日（
土
）、

23
日（
日
）

h
受
験
資
格　

20
歳
以
上
26
歳

未
満
の
者

h
問
い
合
わ
せ
先

自
衛
隊
郡
山
募
集
事
務
所

�
０
２
４｜

９
３
２｜

１
４
２
４

自
衛
隊
幹
部
候
補
生
募
集

　

防
衛
庁
で
は
自
衛
隊
一
般
、
技

術
幹
部
候
補
生（
音
楽
・
パ
イ
ロ
ッ

ト
要
員
を
含
む
）、
歯
科
、
薬
剤

科
幹
部
候
補
生
を
次
の
と
お
り
募

集
し
ま
す
。

浄
化
槽
の
検
査
・
清
掃
を

忘
れ
ず
に

　

浄
化
槽
の
設
置
者
に
は
、
使
用

開
始
か
ら
６
ヶ
月
後
に
行
う
検
査

と
、
毎
年
１
回
行
う
定
期
検
査
が

法
律
で
義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
浄
化
槽
の
清
掃（
汲
み

取
り
）は
年
に
１
回
以
上
と
定
め

ら
れ
て
お
り
、
１
年
以
上
清
掃
を

行
っ
て
い
な
い
場
合
は
、
割
増
料

金
が
加
算
さ
れ
ま
す
。

　

浄
化
槽
は
適
正
な
管
理
が
さ
れ

て
こ
そ
、
機
能
が
発
揮
さ
れ
ま
す

の
で
必
ず
検
査
・
清
掃
を
行
う
よ

う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

h
問
い
合
わ
せ
先　

町
保
健
福
祉

課　

�
62｜

２
１
１
５

家
庭
用
電
気
冷
凍
庫
も

リ
サ
イ
ク
ル
に

　

現
在
、
家
電
リ
サ
イ
ク
ル
法
及

び
資
源
有
効
利
用
促
進
法
に
よ
り

家
電
４
製
品（
テ
レ
ビ
・
冷
蔵
庫
・

洗
濯
機
・
エ
ア
コ
ン
）
と
ノ
ー
ト

パ
ソ
コ
ン
・
デ
ス
ク
ト
ッ
プ
本
体
・

デ
ィ
ス
プ
レ
イ
等
に
つ
い
て
は
、

回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル
が
義
務
づ
け

ら
れ
て
い
ま
す
が
、４
月
か
ら
は
、

新
た
に
家
庭
用
電
気
冷
凍
庫
が
加

わ
り
ま
す
。

　

不
要
に
な
っ
た
こ
れ
ら
の
家
電

製
品
に
つ
い
て
は
、
ご
み
の
減
量

や
資
源
の
有
効
利
用
の
た
め
処
分

の
際
は
必
ず
回
収
・
リ
サ
イ
ク
ル

に
ご
協
力
願
い
ま
す
。

h
問
い
合
わ
せ
先　

町
保
健
福
祉

課　

�
62｜

２
１
１
５

鶏
等
を
飼
育
し
て
い
る

皆
さ
ん
へ

　

山
口
県
、
大
分
県
と
京
都
府
に

お
い
て
、「
高
病
原
性
鳥
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
」の
発
生
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

つ
き
ま
し
て
は
、
本
病
を
疑
う

よ
う
な
症
状
等
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
速
や
か
に
家
畜
保
健
衛
生

所
へ
届
け
出
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
次
の
点
に
留
意
し
、
防

疫
対
策
を
徹
底
す
る
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。

①
鶏
等（
あ
ひ
る
、
う
ず
ら
、
七

面
鳥
を
含
む
）の
突
然
の
死
亡
や

呼
吸
器
症
状
等
本
病
を
疑
う
よ
う

な
症
状
を
示
す
鶏
等
を
発
見
し
た

場
合
は
速
や
か
に
家
畜
保
健
衛
生

所
に
届
け
出
る
こ
と
。

②
野
鳥
ま
た
は
そ
の
糞
尿
が
鶏
等

飼
育
小
屋
内
に
入
ら
な
い
よ
う
に

す
る
こ
と
。

③
野
鳥
が
飛
来
す
る
池
や
川
の
水

を
飲
水
に
利
用
し
な
い
こ
と
。

④
鶏
等
飼
育
小
屋
出
入
口
に
踏
込

消
毒
槽
を
設
置
し
、
人
が
出
入
り

す
る
際
は
靴
底
の
消
毒
を
徹
底
す

る
こ
と
。

⑤
鶏
等
に
対
す
る
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
ワ
ク
チ
ン
は
、
家
畜
伝
染
病
予

防
法
第
50
条
に
お
い
て
鶏
等
へ

の
使
用
が
制
限
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
県
知
事
の
許
可
な
く
使
用

し
な
い
こ
と
。

h
問
い
合
わ
せ
先

県
中
家
畜
保
健
衛
生
所

�
０
２
４｜

９
２
３｜

１
６
６
２

町
産
業
課　

�
62｜

２
１
１
８

固
定
資
産
課
税
台
帳

の
縦
覧
が
で
き
ま
す

　

平
成
16
年
度
の
固
定
資
産
税

に
つ
い
て
、
４
月
か
ら
固
定
資
産

課
税
台
帳
の
縦
覧
が
で
き
ま
す
。

期
間
は
４
月
１
日
か
ら
第
１
回
納

期
日
ま
で（
今
年
度
は
４
月
30
日

ま
で
）、
場
所
は
税
務
課
窓
口
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

縦
覧
で
き
る
方
は
基
本
的
に
所

有
者
の
方
の
み
と
な
っ
て
お
り
ま

す
。
詳
し
く
は
、
町
税
務
課（
�

62｜

２
１
１
４
）ま
で
お
問
い
合

せ
く
だ
さ
い
。

　
今
回
は
、
い
つ
も
の「
私
た
ち

の
学
校
シ
リ
ー
ズ
」を
お
休
み
し
、

鏡
石
児
童
館
の
生
活
風
景
を
紹

介
し
ま
す
。
児
童
館
は
、
保
護
者

が
仕
事
を
し
て
お
り
、
学
校
が
終

わ
っ
て
か
ら
保
護
者
と
い
っ
し
ょ

に
い
る
こ
と
の
で
き
な
い
児
童

の
た
め
平
成
８
年
に
開
設
し
ま
し

た
。
現
在
は
、
約
70
名
の
児
童

が
元
気
に
通
っ
て
い
ま
す
。

　

駅
前
の
時
計
の
つ
い
て
い
る
黄

色
い
建
物
が
鏡
石
児
童
館
で
す
。

学
校
の
授
業
が
終
わ
る
と「
た
だ

い
ま
」と
元
気
よ
く
走
っ
て
く
る

子
ど
も
達
。
学
校
の
宿
題
や
読
書

が
す
む
と
、
パ
ソ
コ
ン
・
オ
セ
ロ
・

折
り
紙
、
一
輪
車
・
な
わ
と
び
・
竹

馬
等
で
毎
日
楽
し
く
遊
ん
で
い
ま

す
。

　

児
童
館
で
は
、
年
間
を
通
し
て

様
々
な
行
事
を
行
っ
て
い
ま
す
。

昨
年
10
月
に
は
、「
ふ
れ
あ
い
の

森
」で
、
多
く
の
家
族
が
参
加
し

て
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室
を
開
催
し

い
も
煮
会
を
行
い
ま
し
た
。
参
加

者
は
、
薪
を
割
っ
た
り
、
火
を
お

こ
し
た
り
、
飯
ご
う
で
ご
飯
を
炊

く
な
ど
の
作
業
を
通
し
て
親
子
の

絆
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
子
ど
も
達
自
身
の
友
情

を
深
め
、
何
に
つ
い
て
も
興
味
を

抱
く
よ
う
に
と
、
体
験
旅
行
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
夏
休
み
に
は
、

新
潟
の「
マ
リ
ン
ピ
ア
日
本
海
」に
、

冬
休
み
に
は
、
栃
木
の「
子
ど
も

科
学
館
」へ
行
き
ま
し
た
。
マ
リ

ン
ピ
ア
日
本
海
で
は
、
イ
ル
カ
と

触
れ
合
う
な
ど
し
、
生
き
物
の
生

態
を
観
察
し
、
子
ど
も
科
学
館
で

は
、館
内
に
あ
る
展
示
物
を
見
学
・

体
験
し
未
来
の
世
界
に
つ
い
て
創

造
を
膨
ら
ま
せ
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん

が
安
心
し
て
働
け
る
よ
う
、
元
気

で
楽
し
い
児
童
館
を
目
指
し
職
員

一
同
頑
張
っ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

※
町
児
童
館
で
は
、
昨
年
10
月
か

ら
、「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」を
開
設

し
て
い
ま
す
。

　
「
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
」は
、
子
育

て
中
の
お
母
さ
ん
方
が
親
子
で
気

軽
に
集
ま
り
、
お
茶
を
楽
し
み
な

が
ら
、
子
ど
も
と
遊
び
、
子
育
て

の
悩
み
な
ど
を
気
軽
に
お
し
ゃ
べ

り
で
き
る
場
所
で
す
。

　

幼
児
と
そ
の
保
護
者
、
子
育
て

に
関
心
の
あ
る
方
は
誰
で
も
利
用

で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く

だ
さ
い
。

　　　　　　　＝ 鏡石児童館 ＝

温かいお家のような児童館

温
か
い
お
家
の
よ
う
に

体
験
旅
行
な
ど
で
友
情
を
育
む

　

町
で
は
、
平
成
16
年
度
の
育
英

資
金
奨
学
生
を
、
次
の
と
お
り
募

集
い
た
し
ま
す
。

h
対
象
者　

高
校
生
、
短
大
生
、

大
学
生
、
専
修
学
校
生

h
募
集
人
員　

７
名
程
度

h
応
募
資
格

①
鏡
石
町
に
引
き
続
き
２
年
以
上

住
所
を
有
し
、
成
績
が
良
く
、
品

行
方
正
で
身
体
強
健
な
方
。

②
高
等
学
校
以
上
の
教
育
を
受
け

よ
う
と
す
る
方
で
、
経
済
的
な
理

由
で
就
学
が
困
難
な
方
。

③
他
の
奨
学
金
を
受
け
な
い
方
。

h
貸
付
方
法　

毎
月
ま
た
は
半
年

ご
と
に
貸
付
い
た
し
ま
す
。

h
返
還
方
法　

卒
業
後
、
借
用
期

間
の
２
倍
の
期
間
で
返
還
し
て
い

た
だ
き
ま
す
。
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（16. 1. 31 現在）

　　火　災    １件　（１）

　　救　急   32 件　（44）

（　）は前年同期の件数

N ¤�¥¦��PW§¨� ©¨ N
%tuvwxVyz&

b納入し忘れたものがないか、お
手元の納入通知書をもう一度確認し
ましょう

◇　◇　◇　◇　◇

下記の金融機関での口座振替が便利です。
すかがわ岩瀬農協鏡石支店・須賀川信用金庫各
店・東邦銀行各店・大東銀行須賀川支店・福島県商
工信用組合鏡石支店・鏡石郵便局

（16. 2. 1 現在）

                12,760人（－３）

                6,245 人（＋３）

                6,515 人（－６）

             3,860 世帯（－１）

（　）は前月との比較
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は
、
町
保
健
福
祉
課
に
お
持
ち
い

た
だ
く
か
、
各
自
で
破
棄
処
分
す

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
予
防
接
種
の
際
は
、
住

所
確
認
の
た
め「
保
険
証
」を
持
参

し
て
く
だ
さ
い
。
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ヨ
ー
ガ
は
、
呼
吸
法
と
簡
単
な

動
作
に
よ
り
、
内
臓
の
働
き
を
活

発
に
し
腰
痛
な
ど
の
症
状
改
善
と
自

律
神
経
の
安
定
に
役
立
ち
ま
す
。

　

次
の
と
お
り
ヨ
ー
ガ
教
室
を
開

催
い
た
し
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
参

加
く
だ
さ
い
。

h��®　
３
月
24
日（
水
）

　
　

９
時
30
分
か
ら
11
時
30
分

h

�̄¢　
鏡
石
保
健
セ
ン
タ
ー

h°�±　
武
藤　

光
吉　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
日
本
ヨ
ー
ガ
学
会
）

h²�³　
覚
え
や
す
く
、
血
行

改
善
に
効
果
的
な
体
操
を
紹
介
し

ま
す
。
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GÀÁÂÃÄÅÆÇ�ÀÈEÉÊËÌV©Ç

（16. 1. 31 現在）

  件　数    ５件    （８）

  死　者    １人    （０）

  傷　者    ５人    （８）

（　）は前年同期の件数

～死亡事故０日数　13 日～
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今
ま
で
、
乳
幼
児
個
別
予
防
接

種
の
際
に
交
付
し
て
い
た「
定
期

予
防
接
種
通
知
書
」が
廃
止
に
な

り
ま
し
た
。

　

４
月
か
ら
、各
予
防
接
種
の「
予

診
票
」の
み
を
医
療
機
関
に
提
出

し
、
接
種
を
受
け
る
よ
う
に
な
り

ま
す
。
不
要
に
な
っ
た「
通
知
書
」
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町
で
は
、
次
の
と
お
り
献
血
を

行
い
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
温
か
い
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

h��®　
３
月
16
日（
火
）
午

前
９
時
30
分
〜
午
後
４
時
30
分

h

¢̄　
鏡
石
保
健
セ
ン
タ
ー

h
o
T
�
Í
Î　

b
２
０
０
㎖　
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b
成
分
献
血

h
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¿
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採
血
基
準
表
の
と
お
り
で
す
が

過
去
に
輸
血
を
受
け
た
こ
と
の
あ

る
方
は
献
血
で
き
ま
せ
ん
。

　

ま
た
、
65
歳
以
上
の
方
に
つ

い
て
は
過
去
５
年
間
に
献
血
経
験

あ
る
方
に
限
ら
れ
ま
す
。
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採血基準表
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